授業における人材開発過程の質的研究 (２) : 人材開発論の受講生のTEA 図とレポートを中心として by 加藤 雄士 & Yuji Kato













































































日時 テーマ 参加人数 受講生の参加者 受講生の親族の参加者
1 ６月15日 「人を変える魔法」 11人 B, C, D, E, F Cの弟２人
2 ７月20日 「成功者は何を考えなかったのか」 25人 B, C, D, E, F
Bの長女とその友人，Cの弟２人
と長男




































































1 ７月20日 ６人 A, B, C, D, E




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































①人材開発論を受講する ②飲酒習慣を断てる ③修正文を次々に作る＋息子と毎日音読する ④部下に対す
る見方が変わる
Ｃ
①人材開発論を受講する ②３年前の自分をふり返る ③親が私に好きにさせてくれていたのだと気づく ④
生まれ変わろうと決意する
Ｄ


































































Ｅ 社会人の心構えを身につけたい 周囲の声に耳を傾けることが必要 自分は自分
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